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Society 5.0 世代
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サンタさんへ

元気ですか？
私はとっても元気です

これがわたしが
クリスマスに欲しいものです



パソコンは教室に普通にある学習道具
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教育におけるデータの利活用の事例
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【海外】 ブリズベン教育地区/ ワシントン州タコマ教育地区 【日本】 学習ログの永続性の実現 / 教員働き方改革

◼ データを活用したエビデンスに基づく教育の実践
生徒の成績、学習状況、図書館・保健室の利用状況など、日々
のあらゆるデータをリアルタイムで集計・分析、全教職員が権限
に応じたデータを見ることが可能。集約されたデータをもとに今
後の成績変動などを予測し、個別学習支援の実現。
■ 児童・生徒に応じた個別最適化した指導が可能に。生徒が
抱える問題・心のケアに対して個別指導で卒業率を大幅改善。

◼ 小学校～高校まで同じIDを利用：鹿児島県
学習ログの永続性を担保するために、県内の小学校から高校まで
を統一のID体系に。19万人の児童生徒にID展開。教職員も同じ
テナント内でIDを使い、県内でデータのポータビリティを実現。
◼ 教員の働き方改革：豊島岡女子学園 ・神奈川県
職員会議の資料をすべて Teams で共有し、対面で行う会議時
間を年間で約90％削減し、生徒と向き合う時間に充てる

対面で行う
職員会議
の時間

90% 削減

小 中 高



子供たち1人1人に個別最適化され、創造性を育む教育の実現

5

遠隔・オンライン教育

プロジェクト型学習（PBL）

校務の効率化

クラウド活用

個別最適 ＝ 1人１ID

教員研修

端末 クラウド
通信

ネットワーク
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政府情報システムのためのセキュリティ評価制
度(ISMAP)を取得予定(2021年春)

マイクロソフトの個人情報に関する考え方とデータの保護

個人情報に対する基本的な考え方 “データの所有権はお客様にある”

お客様がコントロール
ユーザー コントロールと透明性の拡大を通して
強力なプライバシー保護をお約束します。

強力な法的保護
"バック ドア" や暗号化キーなどの、暗号化を破る
手段を政府機関に提供することはありません。

お客様の声を聴く
お客様や規制機関と積極的に協力してコンプライ
アンス規制を予見し、形成します。

データのプロファイリングをしない
お客様のデータをマーケティングや広告などの
商業目的で共有または使用することはありません。

児童生徒のプライバシー誓約
US の「Future of Privacy Forum」（研究機関）及び
「Software＆Information Industry Association」
（規格標準化推進団体）が運営する「生徒児童のプライ
バシーを保護する サービスプロバイダーの誓約」に対応。

GDPR をすべてのお客様に
一般データ保護規則 (GDPR) のデータ保護の権利
を、ヨーロッパだけでなく全世界のお客様に拡張します。

✓ データセンター → 国内に設置
✓ 準拠する法令 → 日本の法律
✓ 管轄裁判所 → 日本国内
✓ 認証制度 → CS ゴールドマーク / ISO２７１０７ ほか

文科省「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」への対応

「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」 ハンドブック

マイクロソフト プライバシー ステイトメント
顧客データ・児童・生徒の個人データをマーケティングや商用目的に収集したり使用しないことを誓約

ISMAP（イスマップ）とは、今般、内閣官房（内閣サイバー
セキュリティセンター・情報通信技術（IT）総合戦略室）・
総務省・経済産業省が所管して発足される「政府情報シ
ステムのためのセキュリティ評価制度」



GIGAスクール構想の実現に向けた課題と高校への展開
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小学校・中学校

1人1台端末の整備 校内通信ネットワークの整備
（校内LAN、電源キャビネット）

クラウド接続のための
校外通信ネットワークの整備

GIGAスクール補助金 GIGAスクール補助金

各自治体で予算化

公費購入 または BYOD/CYOD高等学校・高等専門学校

【GIGAスクール構想の課題】 【高校で求められる環境】

① 学校・教育委員会からクラウドまでのネットワーク環境

② 持ち帰り（オンライン学習）時の各家庭の通信環境

③ クラウドアカウントの取得

④ クラウド利用における個人情報保護条例

⑤ 環境整備後の教員のICT活用指導力の向上

① より高度で多様な学びのための端末の選択肢

② 複数のアプリや大容量コンテンツの活用に支障の
ないネットワーク環境

③ インターネットに依存しないオフラインでの学習

環
境



海外事例：シカゴ市の選択～低迷期を超えて、全米トップランクの教育地区を目指す～

• シカゴ市は全米3番目に大きな学区で、約4.5万人の教職員および約
40万人の学生を抱えている

• 2012年、シカゴ市はCBT(Computer Based Test)を見据え、端末
の価格を主な理由にChromebookを大規模導入したが、端末を提供
するだけで中身を提供することができず、教育改革は起こらなかった

• その後、教育コンテンツを充実させるために大規模な追加投資が行わ
れたが、Chromebookで行える教育に限界があったため投資額は不
正や賄賂に使われ、シカゴ市はスキャンダルに見舞われ、児童生徒の
入学率も低下

CBTに向けて端末の価格を理由に、2012年に
Chromebook を大規模導入したが改革は失敗

• 端末整備は教育改革の一要素に過ぎず何よりも中身が大事として、シ
カゴ市は Microsoft と連携し、端末から学習コンテンツを一新

• Microsoft は Society 5.0 で生き抜く社会人を育成するための様々
なプログラムを提供

• 高大接続STEMプログラムや Microsoft Imagine Academy、
Microsoft 主催のキャリアイベント等も開催

• シカゴ市は現在、Microsoftの教育ソリューションを活用した学習カリ
キュラムを全体導入している

• 同じカリキュラム同じペースのスタイルから個別最適の学習に移行

端末更新時はマイクロソフトを選択し、高大接続STEM
プログラムを軸にスキル開発を徹底支援

我々の使命
大学、キャリア、市民生活で成功するための
準備をする、すべての地域のすべての子供
たちに質の高い公教育を提供すること。

Academic Progress（教育の進展）
⚫ High-Quality Rigorous Instruction

（高品質の厳格な指導）
⚫ Talented and Empowered Educators

（才能と権限を与えられた教育者）
⚫ Safety and Support（安全とサポート）

Financial Stability（財政的な安定）
⚫ Financial Equity（金融的公平性）
⚫ Operational Excellence（卓越した運用）

Integrity（誠実さ）
⚫ Collective Impact（集団的な影響）
⚫ Transparency（透明性）

https://www.cps.edu/about/vision/resources/
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新入生の卒業 ５年以内の卒業 大学入学

SAT大学基準 キャリア資格取得



Windows と Office は教育現場と企業活動で選ばれています

✓ 先生が使い慣れた Windows
✓ 現場の移行不安をなくしてすぐに活用

※１ 文科省 学校における教育の情報化の実態等に関する調査（平成３０年度 調査結果）

学校標準 大学生標準

✓ 社会・企業で使われている標準スキル
✓ 保護者は社会で通じるスキル習得を要望
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社会標準

✓ 国内の193大学のうち、190大学が
Windows PCを必携・推奨しています

※２ ２０２０年６月 日本マイクロソフト調べ

Windows ｉOS/MａｃOS その他

91 %

全国の公立学校教育用ＰＣのＯＳ別台数 ※１

98.9 %98.4 %

Mac のみ

Windows
or

Mac

Windows のみ

大学で購入されるOS別台数 ※2



高校生がICTを活用して実現すること
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Society 5.0へ向け、経済発展と社会問題解決を同時に実現する「知識や情報を共有し、新たな

価値を生み出す」人材の育成にむけ、高校3年間においてはICT活用の中で、具体例を用いて

「問題を定義し」、「データを収集し分析する」、「AIや機械学習の力を使い」「解決策を導く」

一連の流れを探求型学習の一環として学び、将来へのスキルとして身に付けておく必要があります

問題の定義

データ
収集・分析

AI・機械
学習の活用

解決策
を導く

探求型学習



創造的な学習の可能性を広げるICTの活用に求められる選択肢
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◼ 小中学校では、ソフトも一律に同ものが求められることが多いため、GIGAスクールではブラウザから
利用するクラウドベースのアプリが主体

◼ 高校では、自分の興味、専攻、進路等によって学びに求めるソフトウェアも変わり、STEM、プログラミン
グ教材、探求型学習も高度化するため多様性に応じた選択肢が必要

◼ 高校では、複数のアプリを同時に立ち上げて情報の収集・加工編集・集約・アウトプットを行うマルチタ
スク作業の機会が増えて来る。

◼ 海外では、クラウドで利用するアプリと端末にインストールするソフトウェアに加えて、タッチやペンで操
作するアプリケーションも重要視されている

オンライン学習や学習管理のプ
ラットフォーム

デザインや動画編集など創造的
活動に向けたアプリケーション

クラウド型の学習ドリルやソフト



ICTを活用した探究型学習コンテンツ例
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◼ STEM授業カリキュラムを無償提供

https://education.microsoft.com/ja-jp/hackingStem

人の影響を理解するための水質測定
時間: 50 分 X 6 時限

人間を動きをまねる機械の作成
時間: 50 分 X 6 時限

人間はどのくらいの速さで走りますか?
時間: ４５～９０ 分

小学生向け(8-12) 中学生向け(12-15) 高校生向け(15-18)

微小重力下で宇宙飛行士の足を保護
するためのアストロソックスの設計
時間: 50 分 X ５ 時限

宇宙飛行士の地球の写真を分析して
気候変動を予測する
時間: 50 分 X ２１ 時限

サメはどのくらい速く泳ぎますか？
時間: 50 分 X 3 時限

https://education.microsoft.com/ja-jp/hackingStem


ICTを活用した探究型学習コンテンツ例 ： NASA コレクション
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◼ Partnering with NASA STEM on Station

https://education.microsoft.com/ja-p/hackingStem/nasa



Windows 端末 × Office 365 （無償のクラウドサービス）で出来ること

14オフライン オンライン



Excel

表計算ソフト。

視覚的なグラフを作成す
ることもできます。

Forms

アンケート、小テスト、申し
込みフォームの作成がで
きます。

クラウド上に個人ファイル
を保存することができ、1
人あたり、1TBの容量です。

OneDriveOneNote

デジタルノートです。デジタ
ルポートフォリオとして、活
動の成果をまとめて記録
できます。

PowerPoint

プレゼンテーションや提示
型の教材を作成すること
ができます。

SharePoint

グループでデータを共有
することができます。

Stream

ビデオを共有することがで
きます。

Sway

紙芝居的な発表資料を作
成することができます。

Teams for Education

コミュニケーションを取っ
たり、共同編集や遠隔・オ
ンライン授業が行えます。

Word

縦書きやルビ付きの文書
を作成することができます。

Whiteboard

デジタルホワイトボードで、
ペンを使って自由にアイデ
アを表現することができま
す。

Outlook

メール、スケジュールをみ
ることができます。

Office 365 Education の主なサービス
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1. すべてのアプリが“無償”で利用できます
2. すべてのアプリはブラウザ上で利用するクラウドアプリなので“インストール不要”※

3. すべてのデータは“自動保存”されます
4. 端末が万が一破損してもクライドのデータはすべて守られます
5. 端末（スマホもOK）やブラウザを選ばず利用できます

※ 一部のアプリはインストールしてオフラインでも使えます



授業中 授業外

児
童
・生
徒

教
員

学校内 学校外 16

教育現場での Microsoft 365 Education の活用例

協働学習

遠隔授業

遠隔会議

反転学習・動画作成

教員研修

勤務時間管理・可視化

定型業務の自動化 教材作成

プログラミング学習

職員会議

英語読み上げ

課外活動

課題解決型学習
（PBL）

課題
振り返り

理解度チェック
小テスト

調べ学習

アンケートテスト自動採点



【事例】 小テスト（Forms）
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プリントで配布された小テスト
右下にQRコードを印刷

BYODの各自のスマホでQR
コードから回答と解説にアク
セス、正誤を選択して送信

生徒のスマホからの回答
を集計してグラフで表示

正答率によって解説を行う

1 2 3



【事例】 協働学習（Teams）
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因数の定理について板書で解
説後、ペアワークで Teams 内
の Excel を用いて式と代入す
る値の関係を表にさせる

因数の見つけ方を他のペア
の表も参考にしながら考え、
自分たちなりの見つけ方を作
成した表の下に書き込む

ペアの発表を行う
他グループの考えた因数
の見つけ方についても共
有できる

1 2 3

グループごとに記入
するセルを指定



【事例】協働学習（Teams/OneNote Class Notebook）
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チャット機能による
他者との会話の体験

教科書から読み取った内容を
OneNoteに書き込み

OneNoteに自分の経験・
考えを書き込み

Teamsを使って話し合い、
自分の経験を入れた文書にまとめる

OneNote で他者のノートと比較
共通点と相違点の共有

Teams上のWordで１つの文書を
4人グループで同時編集

1

2

3

4

5

6



【事例】戸田東小学校 2019年6月8日 ＠NEE東京 ｽﾃｯﾌﾟﾓﾃﾞﾙ校 実践発表より
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埼玉県戸田市立戸田東小学校
主幹教諭 勝俣 武俊

❷子供たちが自走 ❸個性が生きる❶協働的な学びの実現



【事例】 協働学習（OneNote Class Notebook）
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板書をしない学びあいと生徒
に発表させる授業スタイル。
学力に大きなバラつきがあるク
ラスで全員のノートを共有

タブレットのノートならではの、
書いたり消したり、他の生徒
の良いところも簡単に取り入
れられる

生徒同士が会話しながら
の学びあい、他人に説明す
ることを意識して工夫しな
がらノートの質が向上

1 2 3



【事例】文科省 調査官・視学官のグループ討議 令和２年１月８日（水）

22

グループ討議のテーマ：
10年後の学習評価参考資
料作成に向けて改善を図る
べき点は何か？

グループごとに話し合いながら、
各自の意見を Excel のひな
型に書き込み

PowerPoint の発表用ファイ
ルに、グループあたり1ページ
を割り当て、まとめを記載して
発表

1 2 3



学びを止めないオンライン授業のための環境整備支援
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平 常 時緊 急 時

家庭のパソコン・タブレット・スマホを利用

Teams

Office 365 
教育委員会テナント

Teams

教室内で統一した端末を利用

• 世界最高水準のセキュリティレベル
• セキュリティガイドラインに準拠しプライバシーを担保
• 国内にデータセンターを持ち、管轄裁判所は東京地裁
• 地方裁判所や内閣府緊急会議などでも活用

• 端末OSを選ばず家庭の環境から利用可能
• 教職員が使い慣れたOfficeで既存の教材を活用
• Teamsでオンライン授業による学びだけでなく、

面談、リモート業務も一括解決

オンライン授業に必要な
ライセンス（無料）

✓オンライン授業
✓チャット（投稿）
✓アンケート
✓課題
✓面談
✓リモート業務

職員室 家庭

マルチOS・マルチ端末

考慮すべきポイント

児童生徒と教員の環境は連携できるか？

オンラインでもオフラインでも使えるか？

クラウドサービスは安心・安全か？

Office 365
アカウントの登録



“学びを止めない”解決策の実践事例
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課題

チャット（投稿）

家庭の端末からTeams を利用して
オンライン授業を短期間で実現

Empowered JAPAN 緊急ウェブセミナー特設サイト：https://www.empoweredjapan.com/

◆ 千葉大学教育学部附属小学校

◆ 東京学芸大学附属小金井小学校

いつでもどこでも状況把握

双方向のコミュニケーション

学校と児童（家庭）との間で双方向
のコミュニケーションが生まれ、いつ
でもどこでも状況を把握できるように

◆ 大阪市立小路小学校

チャット（投稿）

キーボードの操作などスキルが心配
でもチャットの発言の仕方など工夫
次第で普段の授業と同じ姿に

子どもも積極的に参加

https://www.youtube.com/redirect?v=9jAn-xt9KLU&event=video_description&redir_token=1xNpi9bT1hxMo5TpwFY7Toovstl8MTU4NzYxMDkyMkAxNTg3NTI0NTIy&q=https%3A%2F%2Fwww.empoweredjapan.com%2F


東京都 全都立学校における学習支援サービスとして Office 365 を導入
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報道発表資料 2020年05月08日 教育庁

https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2020/05/08/02.html

全都立学校における取組内容（Office 365 の利用内容）

• 児童・生徒への課題の配信、回収
• 学級会活動やホーム・ルーム活動の実施
• 双方向による個別・集団による学習指導の実施 他

• Teams：課題の配信、提出物・評価管理、Web会議等
• OneDrive：オンラインストレージ
• OneNote：共有や共同編集等が可能なデジタルノート

教員：20,000人

生徒：160,000人
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京都府教育委員会 京都府内の市町教育委員会向けにO365 20万アカウント配布



クラウドサービスを活用した双方向での学習
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オンラインオフライン

Office 365 

非
同
期

同
期



PowerPoint を使った動画教材作成とオフラインでの動画再生

「記録」タブから、「スライド ショーの記録」を選択すると、表示しているスライドを録画するモードに画面が
切り替わります。カメラで動画を撮影したり、手書きしながら動画を作成できます。
「画面録画」を選択すると、ウェブサイトの

この部分だけ
提示したい



オンライン学習：理科

教材提示 実験手順のカメラ映像を配信

ホワイトボードの映像を配信

生徒端末



オンライン学習：社会

生徒端末

プロジェクタに接続した
端末から教材提示

Teams につなげた端末のカメラで
プロジェクタの映像を配信

教員の問いかけに会話で回答



オンライン学習：数学

会話で挙手した生徒が発言

課題を出して会話で回答

生徒がノートの回答を
カメラに映して表示



オンライン学習：英語

生徒端末

デジタル教材 スライドショーで進行

課題を出して会話で回答



オンライン学習：家庭科

PowerPoint アニメーションめくり教材

生徒端末

教材提示

会話で挙手して発表

問いかけに会話で回答



Teams / Forms を活用した双方向オンライン授業

参加者 会話 手をあげる ビデオ マイク 共有

片方向 双方向



Teams（オンライン授業）
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展開中：絆モード（Togetherモード） 展開中：最大49画面まで同時表示可能



教育現場でのTeams 活用例

36

働き方 学び方教え方



【事例】協働編集による学年通信の作成
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会話のスレッドに「学年通信」
のひな型ファイルを投稿し、学
年団の先生に作成依頼

Word のひな型ファイルには、
学年通信の議題項目と担当者
をわかるように記載

ひな型ファイルの枠の中に、各
先生ごとに写真や文書を書き
込み完成していく

1 2 3

大阪府 高槻中学校



【事例】 働き方改革（校長向けマネージメント研修）
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集合研修でグループごとに
チームを構成し、意見を出し合
いファイルに記載

他のグループで議論している
内容を閲覧し、異なった視点
の意見や論点を取り込み

次回の研修までの個別の
課題は、研修施設を離れて、
各自の学校や自宅からア
クセスして仕上げる

1 2 3

北海道立教育研究所

集合研修で
グループワーク

集合研修で
グループワーク

次回研修までは
各自個別ワーク



職員会議のペーパーレス
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職員会議のペーパーレス
会議資料をすべて Teams 内
の「会話」、「ファイル」 で共有

実施会議ごとに「ファイル」に
フォルダを作成し、関連資料
はすべてここに集約

議事録はTeams内のファイル、
または、OneNote に記載1 2 3



【事例】職員会議資料を Teams に集約して共有
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職員会議の資料は、
Teams の「ファイル」 に共有

会議ごとにフォルダを作成し、
関連資料はすべてここに集約

会議を進めながら記録係は
議事録を作成し、最後に全員
で確認

1 2 3

開催日を名前にしたフォルダの中に
当日の会議資料を共有

神奈川県立希望ケ丘高等学校



【事例】協働編集で複数の教員からの情報を集約
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これまでは関係する教員から
情報をもらって担当者が集計
していた作業

ファイル名に締め切り日付を
入れて、職員会議では担当教
員に記入を依頼

各自が記入できるタイミング
で対象のファイルに協働編集
で一覧を完成

1 2 3

※1つのファイルに対して複数人が同時に編集可能

神奈川県立希望ケ丘高等学校



【事例】アンケート・小テスト機能の活用
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「会話」を利用して関連する情
報を全員に共有

関連資料を読んだ後は、内容
を Forms を使って点検

管理職は全員の回答状況を
グラフや表で確認1 2 3

神奈川県立希望ケ丘高等学校



【事例】遠隔会議による各自の端末への資料提示
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職員会議の日時を指定して
「スケジュール設定」すると
「予定表」に反映

予定表の職員会議の時間枠
から「参加」ボタンで遠隔会議
に参加

職員室の各自の端末画面で
発表者の進行に合わせて
会議資料を確認

1 2 3

神奈川県立希望ケ丘高等学校



マイクロソフトのアクセシビリティへの取り組み

書く 見る 聞く まとめる 交流する覚える順序だてる読む

あい

44

http://download.microsoft.com/download/3/2/2/322C1612-C54F-4E8E-AD1C-891ECF88EB70/5750_SE3_ICTGuide_web.pdf


Immersive Reader / 学習ツール

Word の学習ツール

OneNote の学習ツール

45

https://support.microsoft.com/ja-jp/office/word-%E3%81%AE%E5%AD%A6%E7%BF%92%E3%83%84%E3%83%BC%E3%83%AB-a857949f-c91e-4c97-977c-a4efcaf9b3c1
https://www.onenote.com/learningtools?omkt=ja-JP


AI による翻訳機能：Microsoft Translator
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• Word、Outlookなどの翻訳機能

• Presentation Translator/字幕機能

• プレゼンで話している言葉を自動翻訳・字幕表示
→ 聴覚障碍のある児童生徒への情報保障

• Translator アプリ

• 音声、キーボード入力、写真から翻訳・情報保障

• 1：1や多数：1で翻訳・情報保障

• プレゼンへの参加も可能

https://www.microsoft.com/ja-jp/translator/education/


小学校で学習する文字の PowerPoint スライド

47

• アニメーション効果で書き順を設定

https://www.microsoft.com/ja-jp/enable/ppt/

https://www.microsoft.com/ja-jp/enable/ppt/
https://www.microsoft.com/ja-jp/enable/ppt/


Windows アクセシビリティ機能

• 視覚、聴覚、操作などあらゆる困難のある人の
Windows の操作を簡単にする機能

• ［設定］-［簡単操作］に集約

• ショートカットキーで呼び出すことも可能

• ユーザーアカウントごとに設定可能
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色覚特性のある方への対応の例



Windows に標準搭載されているフォント
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オンラインフォーラム開催中！
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